
【成果】 

・2 日間の体験を通して，TAP に対する理解を深めることができた。ま

た，今回の研修会を終え，さらに学びを深めるために TAP 指導者養

成講習会の参加を希望したいという参加者の意見があった。 

・九州と中四国地区の施設に広報したこともあり，山口県外からの参加

者が多く集まった。 

【課題】 

・山口県内からの参加者が少なく，外部指導員の確保にはあまりつなが

っていない。山口県内の施設や学校に対しさらに積極的に広報を行

っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

【目 的】 

「徳地アドベンチャー教育プログラム」（以下，ＴＡＰ）の体験を通して，その教育効果を体感するとともに理

念や手法を理解する。また，集団の力を借りながらコミュニケーションの楽しさや手段を学んでいくことで，

人間関係の育み方を知る。 

【参加者】 

第 1回 16名 第 2回 16名 

【プログラムの内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

  

国立山口徳地青少年自然の家 教育事業 

徳地アドベンチャー教育プログラム（TAP）研修会 

１日目 

１０：００ 開講式，オリエンテーション 

１０：３０ セッション①「アイスブレイク等」 

１３：００ セッション②「イニシアチブ・ローエレメント等」 

１９：３０ セッション③「ふりかえり」 

 

２日目 

９：００ セッション④「ハイエレメント」 

１３：００ セッション⑤「理論・Being・ふりかえり」 

１４：３０ 閉講式  

 

個人やグループでチャレンジの方法を選択したハイエレメント 

グループごとにコミュニケーション 
を必要とするイニシアチブ 

（課題解決） 

セッション②③ 

セッション④ 

セッション⑤ 

第 1回 令和５年６月１０日（土）～１１日（日） 

第 2回 令和５年１２月３日(土)～４日(日) 

セッション① 

お互いを知り合ったり，緊張をほぐしたりするアイスブレイク 

2日間のふりかえり 
 

TAPの理論に関する講義 
 


